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アンケート結果、今後の改善、その他特記事項（授業方法の工夫等）についての総評 
 
 国際教養学科科目においては、すべての設問で全学平均値を上回り、この科目にお

ける好ましい現状が見てとれる。このうちの DWCA10 の獲得や向上を問う設問にお

いても、同様の傾向が見られる。 
 アンケート実施率について、教員数で見ると 100％を達成しているが、クラス数で

見ると未だ 100％に至っていないことは、今後の課題である。全受講者数中の回答率

が 92.5％と高い数値であるのは、学生の出席率の高さを反映していると考えられ、好

ましい結果と言える。 
 2014 年度からの新設科目は、時間割の事情などにより多くの受講者を得ることがで

きなかったため、アンケート結果への影響は大きくなかったと考えられる。来年度は

時間割を改善し、全体の満足度の向上へとつながることを期待したい。 
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